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J,Ｓ,バッハの２声のインヴエンションーMIDI楽譜と分析（１）

岸 啓子

(音楽研究室）

ヨハン・セバステイアン・バッハ（JohannSebastianBachl685～1750）は，1720年１月22日

からくフリーデマン・バッハのためのクラヴイーア小曲集＞の作曲を始めた。長男フリーデマン

と弟子たちの教育を目的とするこの曲集には，装飾記号の演奏法やく平均律クラヴイーア曲集＞

の一部とともに＜２声のインヴェンション＞とく３声のファンタジア＞の初稿が記入された。曲

集で＜インヴェンション＞はくプレアンプラ＞と呼ばれ，半音階的に上昇する現在の最終稿とは

異なり，５度の近親関係で配列されていた。この原曲をもとに1723年＜３声のシンフオニア＞と

く２声のインヴェンション＞最終稿が完成された。

インヴェンションの表題には，

クラヴイーアの愛好家，とりわけ学習希望者が，まず２声部をきれいに演奏し，さらに上達し

たなら，オプリガートの３声部を正確かつ上手に処理し，同時に，すぐれた楽想（inventiones）

を身につけ，それを巧みに展開すること，カンタービレ奏法を習得し，併せて作曲の予備知識を

得るための方法を示す正しい指導書（一部略）

とある。

バッハの記したくインヴェンション＞の目的は，①２声および３声の正確で美しい演奏②カ

ンタービレ奏法③すぐれた着想・楽想を得て，それを巧みに展開すること④作曲の予備知識

の獲得，である。現代のピアノ教育において＜インヴェンション＞は，退屈な練習曲といった位

置づけを与えられがちであり，せいぜいのところ①と②に配慮されるにとどまっている。古典派

やロマン派の時代に演奏と作曲が分離して異なる専門領域となり，対位法が作曲の中心的技法か

ら退いて以来，たしかにこの曲集は作曲の教材ではなくなった。しかし，古典派以降の和声法に

よる作曲法とは一線を画する華麗対位法の最後の大家によって作曲されたくインヴェンシヨン＞

は，バッハのポリフォニー作曲家としての技量を余すところなく示しており，それ故現在では対

位法音楽演奏の入門書としての地位を新たに賦与されることになった。当時の作曲法や音楽様式

への理解なしにバッハを演奏することは困難であり，作曲法と限定せず，そこへ至る音楽理論や

音楽様式，音楽のしくみへの理解と広くとらえるなら，バッハが掲げた③や④の目的も今なお有

効性を失っていないといえる。

表題の示すとおり，＜インヴェンション＞は音楽の演奏と理論の理解を同時に実践して効果を

あげるものであり，指の訓練やテクニックの上達だけを目指した練習曲ではない。表現活動であ

る演奏は，演奏しようとする作品の解釈と不可分の関係にあり，解釈は，作品に用いられている

作曲技法や書法の理解に基礎を置くものである。本稿でとりあげる＜インヴエンシヨン＞の分析
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は，したがって，演奏と理解，実践と理論という循環の中に定位されるものであり，演奏や鑑賞

と補完的な関係にある。純粋に演奏法の領域であると考えられがちな②カンタービレ奏法も，旋

律対旋律であるポリフォニーにおいては，旋律対伴奏であるホモフォニーにおけるカンタービレ

とは表現法が異なってくる。さらに，①の２．３声の正確で美しい演奏とは，音符の高さと長さ

の正しさや指の運動性という物理的・技術的レベルの問題ではなく，フレージングやモチーフ，

段落区分や表現法の的確さに支えられた音楽美も含む概念である。

＜２声のインヴェンシヨン＞は題が示すように２声で声部数が少なく，音符対音符，旋律対旋

律である対位法の基本的な姿であり，それゆえ音楽のつくりが単純でわかりやすい利点を持つ。

作品分析では，音楽を言葉で説明する煩雑さを最小限に抑えるために，楽譜の提示や図表で結果

を現すように心がけた。

従来の楽曲分析では楽譜を「読む」作業に終始する傾向にあり，分析と聴取（鑑賞）は音楽に

対する異なるアプローチと捉えられがちであった。本稿では，楽譜・楽曲分析・音楽（響き）の

三位一体的統一を図るため，パソコン画面で音楽として出力できる楽譜を作成し，そこに分析を

記入した。それによってパソコンの楽譜画面を確認しながら，拍や小節単位での反復演奏（再

現）が容易になり，理論的理解と感覚的聴取の統一を高めることが期待できる。なお本稿では印

刷という形態の制約上，楽譜を耳で聞くことはできないが，実際はパソコンで楽譜画面と演奏を

あわせて使用することを考えている。本稿では割愛したが，演奏用には分析の記入されていない

もの・声部別パート譜を用いる。

第１番ハ長調

主題Ａは半小節，対位Ｂも半小節である。Ａ，Ｂは曲中で徹底的に展開，変奏され，反行形

（inversion分析譜ではＩと記入）も頻出する。またそれらが上下声部で多様に組み合わされる。

Ａはａ+Ｍ，Ｂはｃのモチーフによる。

Ａａ+Ｍａ音階ｂ３度反復

ｊ変化しつつ次に接合する関節様部分（譜例ｌ）

１Ａの反行形変化形IAlあり。

Ｂ変化形Ｂｌ,Ｂ２,Ｂ３反行形ＩＢあり。

形式は３部分からなり，カデンツで区分される。

回’－６小節ハ長調一ﾄ長調

回７－１４小節ト長調一ｲ短調第１部の上下(右手と左手)交替

回15-22小節イ短調一ﾊ長調Ｂ省略形(長音符）で進行
各部分のモチーフの組み合わせは以下の通りである。

小節番号１２３４５６

回上声（右手）ＡＢＡＢＩＡＩＡＩＡＩＡＢ２１ＡＩＡ１カデンツ
下声（左手）ＡＡＢｌＢｌＢｌＡＢｌＢ２

回

小節番号７８９１０１１１２１３１４

上声（右手）ＡＡＩＡＩＡＢｌＢｌＢｌＡＡｌＫ（カデンツ）

下声（左手）ＡＢＡＢＩＡＢ２１ＡＢ２１ＡＩＡＩＡＩＡＢ２１ＡＩＡｌ

新たに入った第９，１０小節以外は回の上下声部が交替したもの。
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小節番号

回上声（右手）
下声（左手）

第２番ハ短調

主題と対位（対旋律）のモチーフの変形・発展で全曲が組み立てられている第１番とは異な

り，長い旋律を厳格に模倣するカノンである。Ａがテーマ主要部分であるが，カノン旋律はＡ－

Ｂ－Ｃ－Ｄ－Ｅの５部分からなり，Ａ－Ｄまで第２声部で模倣される。

全体は３部分からなるが，Ⅲはコーダ的性格が強い。

回’－'0小節ハ短調一変ﾎ長調

回11-22小節卜短調一ﾊ短調Ｉ部の上下声部を入れ替え

回23-27小節ハ短調第１（対旋律追加)から第４小節の反復
各部分の模倣は次のようになる。旋律の区分はそれぞれ２小節。

Ｚ 一－今し９

一 一 ぴ

２０

AB3

1BA

2１２２

１ＡＫ

Ｂ１Ｋ

上声回ＡＢＣＤＥ回ｇｓＡＢＣ ＤＫ回ＡＢＫ

下声回ＡＢＣＤ回ＡＢＣＤＥＫ回ＢＡＫ

第３番二長調

前の２曲では，明確な形態を持つモチーフやフレーズのパターンを，移動し，反転し，模倣し

て組み合わせる方法で作曲されたのに対して，この第３番のモチーフやフレーズは，常に明確な

輪郭を持つ形態として存在するものではない。一定であるのは核となる中心部であり，そこから
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譜例２

lNVENTIOⅢ

一鉢位４４喫上韮＝唾、

# ー 雲 = 霊室二三津零
Ａ主題（４度上行・下行）

Ｌ－－－－－－－－ＱＬ一一一一ゴ

鐘=三弓霊菖壁窒=＝

謹雰雲毒

曹窒唱垂騨蔭毒

モチーフは自由に生成発展し，連なりながら変容する。従って分析も，パターンを識別し，全体

を均質なピースに解体・整理するようにすっきりとはいかず，解釈に委ねられる流動的で暖昧な

要素が増す。大きなフレーズでは第１～１１小節の，第43～53小節での反復があるが，これとてＩ

は途中から属調に転調し，Ⅳは主調を保持しているため全く同一ではない。しかしそこには明確

な関係付けへの意識があり，ソナタ形式を先取りするような，調による有機的統合への萌芽が感

じ取れる。

主題は２小節である。（譜例２）弱起で始まるが，弱起のフレージングでない部分もある。

全体は４つの部分とコーダからなる。

回１－１１小節二長調一イ長調途中で属調に転調

回12-23小節イ長調一ロ短調

回２４罫7小節ロ短調一イ長調

画38-53小節二長調Ｉの主調での再現

団54-59小節二長調コーダ

テーマとモチーフは主題Ａと対旋律Ｂが主要なものであるが，固定対位はない。Ａは様々に

変化する。

Ａテーマａ+b+ｂｌａは３度上行，ｂは中心モチーフ，ｂｌはｂ前半４度下行

Ｂ対旋律４度上行(al)と４度下行(bl）

Ａ，Ｂともに４度上行・下行の音程を核としている。Ａ：レーソーレ，Ｂ：ラーレーラ

Ａの変形は，ｂの連続：Ａｌ,A3,A４ａの拡大または縮小：Ａ２による。Ｏは保続音。

回上声ＡＢＡｌ Ａ ｌ カ デ ン ツ

下声ＡＯＡ２

回上声Ａ２ Ａ ２ Ａ ３ カ デ ン ツ

下声Ａ２Ａ２ＣＡ４

口上声Ａ２０Ａ２０Ａ３Ａ２カデ ンツ

下 声Ａ２０Ａ２Ａ１Ａ２
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ＢｌＡ２ＡＢＯＯＡ２カデ ン ツ

Ａ２Ａ２Ａ Ａ １ Ａ ｌ Ａ ２

Ａ２カデンツ

Ａ２Ａ４

第４番二短調

主題中のモチーフを連結し，敷桁する作曲の方法は第１番に近いが，二短調という調性の持つ

激しさ，主題中の減７度跳躍，１６分音符の連続が相乗的に劇的な気分を強めている。更に主和音

から属和音への主題の和声進行も効果的である。３部分からなる。（譜例３）

譜例３
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Ｂ
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Ｏ
Ａ
Ａ
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声
声
声
声
声
声

上
下
上
下
上
下

回
回
回

第 ５番変ホ長鯛

主題は固定対位を伴い，二重対位法で作られている。４小節の主題Ｔはａabc各１小節のモチ

ーフの連続からなる。モチーフｂは旋律的にはａ+ａの反行形，リズム的にはｃと同一で，主題

各部は旋律・リズムともども強い関連で結ばれている。ぎざぎざと進行する対旋律は，主題冒頭

岸

Ｏ
Ａ
Ｂ
Ａ

回’一'7小節二短調一へ長調

回１８小節-37小節へ長調一ﾄ短調一ｲ短調

回３８小節-52小節イ短調一ﾄ短調一二短調
主題Ａは上行（a）・下行音階（ｉａ：ａのinversion反行形）と中央の減７度跳躍（b)，対旋律Ｂ

（c）は分散和音で，主要声部の旋律の和声による。Ａは和声的で２小節周期でＴ－Ｄ（トニカ

からドミナント）進行する。

Ａａ+b+ｉａａ:６度上行音階ｂ:減７度跳躍ｉａ:６度下行音階Ｔ→Ｄ

Ｂ Ｃ+ｃｃ:６度上行する分散和音Ｔ→Ｄ

モチーフと構造Ｏは保続音１ＡはＡの反行形

ａ
Ａ
皿
Ｏ
皿
“
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Ａ
Ｂ
皿
ａ
Ｂ
Ａ

Ａ
ｍ
ｍ
ａ
Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ
Ａ
理
Ｂ
Ａ

１

ａｉａｉａカデンツ

ＡＡ

Ａ２Ａ２Ａ２カデンツ

ＯＯＢＢ

カデンツ



のリズムに由来し，１，２，４小節は主題と反進行，第３小節のみ６．３度で並進行する。主題

の形態は３小節で旋律のシンメトリー（上下行）が完結し，第４小節で発展的に次のフレーズにの形態は３小節で旋律のシンメトリー（上下行）が完結し，第４小

繋がってゆく。（譜例４）曲全体は２部分とコーダからなる。

回１－１１小節変ホ長調

回12-26小節変ｲ長調一ﾊ短調一へ短調一変ﾛ短調一変ﾎ長調

回27-32小節変ﾎ長調コーダ
構造とモチーフは

Ｔ（主題nlema）ａ+a+b+ｃａａｃはEsFC-Esの対象的山形音型

ＧＳ（固定対位Gegensatz）１６分音符

ＴとＧＳは調を変えながら上下交替する。

声
声
声
声
声
声

上
下
上
下
上
下

回
回
回

ＴＧＳｔｔｔ

ＧＳＴｇｓｇｓｇｓ

ＧＳＴｇｓｇｓｇｓｔｔｇｓｇｓ

ＴＧＳｔｔｔｇｓｇｓｔｔ

Ｔカデンツ

ＧＳ
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